
Planetarium Conference 2009 AKASHI 

４．研究発表・実践報告 

■ポスター発表 6 月 23 日(火)12:00 ～ 6 月 24 日(水)11:00 
会場：明石市生涯学習センター 9 階 ホワイエ 

遠山亜希子 個人・雑貨団 「シアトリカル・プラネタリウム」のつくりかた 

平井 明 国立天文台 天文情報センター 
宇宙映像利用による科学文化形成ユニット 

平成 20 年度科学映像クリエータ養成コース修了作品の紹介 

春日 了 プラネターリアム銀河座 三分割デジタル全天プラネタリウムの開発と会員カードの発行 

菊川 真以 (財)つくば科学万博記念財団 つくばエキスポセンター つくばエキスポセンターの番組紹介 

野崎 洋子 東大和市立郷土博物館 ｢日食を 100 倍楽しむ｣番組自作顛末記 

太田 哲朗 島根県立三瓶自然館サヒメル 宿泊施設と連携した貸切プラネタリウムプラン 

三島 和久 倉敷科学センター 世界天文年 2009"フォトモザイクポスター"製作協力のお願い 

山下しのみ 四電ビジネス（株）/さぬきこどもの国 全国プラネタリウム★マップ 

高部 哲也 (株)リブラ 世界天文年用 素材番組の制作と経過(成果) 

 
■口頭発表 6 月 23 日(火) 14:15 ～16:45 (質疑応答 16:10～16:45) 
会場：明石市生涯学習センター 9 階 ホール    座長：糸賀富美男(さいたま市宇宙劇場)／森 融(八王子市こども科学館)  

 
会場：明石市生涯学習センター ７階 学習室１A 座長：湯嶋 稔(米子市児童文化センター)／太田哲朗(島根県立自然館サヒメル)   

 
会場：明石市生涯学習センター ７階 学習室１B 座長：本間隆幸(府中市郷土の森博物館)／上田直哉(富田林市すばるホール) 

 

14:15 木村かおる 
個人・（財）日本科学技術振興財団 

/宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究本部 

金星気象探査機衛星 プラネットCのEPO活動におけるJPAと

の連携 
14:30 中道 昌香 群馬県生涯学習センター  DVD「太陽のなぞに迫る」 

14:45 加藤 浩幸 岐阜市科学館 実感の伴った理解につながる参加型の学習投影づくり 

15:00 飯山 青海 大阪市立科学館 科学館における全天周科学映像作品の企画 

15:20 澤村 泰彦 平塚市博物館 シミユレーション用スクリプト制作の実際 

15:35 布村 克志 富山市科学博物館 富山市科学博物館のプラネタリウム 

15:50 春日 了 プラネターリアム銀河座 三分割デジタル全天プラネタリウムの開発と会員カードの発行 

14:15 
溝口小扶里

小野寺正己 
仙台市天文台 ワンコインプラネタリウムの取り組み 

14:30 小野 夏子 

湯嶋 稔 

個人会員 

米子市児童文化センター 
「大きな宇宙の小さな巡回展」スタート 

14:45 高橋真理子 山梨県立科学館 
星を誇れるまちづくり～第 10 回ライトダウン甲府バレー 

「星つむぎの歌が聴こえる」を 軸に～ 

15:00 山西 正博 鳥取市さじアストロパーク 星座ビンゴ 

15:20 杉中 慎 福島市子どもの夢をはぐくむ施設 こむこむ 
視覚障がい者対応プラネタリウム「Feeling Planetarium」の

取り組み 

15:35 小林 道夫 カガクノトビラプロジェクト 
世界天文年公認イベント 

みんなでつくろう・みんなでうたおう・ほしのうたプロジェクト 

15:50 田部 一志 (株)リブラ All Sky Collection 

14:15 伊東昌市 国立天文台 天文情報センター 国際科学映像祭 ドーム＆立体プレイベント 2009 を終えて 

14:30 平井 明 国立天文台 天文情報センター 
宇宙映像利用による科学文化形成ユニット 

平成 20 年度科学映像クリエータ養成コース修了作品の紹介 

14:45 稲見 華恵 
宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究本部

(総合研究大学院大学) 
文理融合の観点に基づくプラネタリウム番組：制作の目的 

15:00 阪本 成一 
宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究本部

(総合研究大学院大学) 

文理融合の観点に基づくプラネタリウム番組： 

研究者による今後の番組の可能性と課題 

15:20 遠山 御幸 横浜モバイルプラネタリウム マニュアル投影で使用するデジタル素材の制作 

15:35 加藤 治 宗像ユリックスプラネタリウム 星のシルクロード～沖ノ島の祈り～ 

15:50 藤掛 曜平 コニカミノルタプラネタリウム(株) コニカミノルタプラネタリウムの取り組み 2009 

16：05 明井英太郎 (株)五藤光学研究所 五藤光学の今、そして これから 


